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特別講演ついて
本日、仕事がお休みのため連載しております、コラボ学会準備委員長
のイバです。今回は、ついに特別講演についてお伝えします！
次回のコラボ学会で、特別講演をお願いし、快諾頂いた講師の先生方
をご紹介します。

樋口 貴広 先生 首都大学東京 人間健康科学研究科 教授

著書 （一部）

身体運動学－知覚・認知からのメッセージ，2008，三輪書店

運動支援の心理学－知覚・認知を活かす，2013，三輪書店

姿勢と歩行：協調からひも解く，2015，三輪書店

知覚に根ざしたリハビリテーション （実践と理論），2017，CBR

川原 由佳里 先生 日本赤十字看護大学 准教授

著書 （一部）

臨床看護のアフォーダンス～苦痛のある身体の経験～，河野哲也編，

知の生態学的転回 第３巻倫理，第5章，2013，東京大学出版会

アフォーダンス理論からみた排泄行動～点滴スタンドの有無による変化

に焦点を当てて～，看護研究，41(7)，539-548，2008-11，医学書院

アンプルカットにおける学生と看護師の知覚と行為～アフォーダンス理論からのアプローチ～，
吉田みつ子・川原由佳里・谷津裕子，日本赤十字看護大学紀要 No.20，pp.11～20，2006

樋口先生とは、コラボ直前まで何をお話し頂くが、調整させて頂きたく思ってます。
川原先生には、著書にあり、私が聞きたかった“苦痛とアフォーダンス”のお話や、
最近のトピックをご講演頂きたく思ってます。 ～チョットおまけのしがマメ知識～

スマートフォンの保有率が
東京都についで滋賀県が全国２位！

なんでなんやろ…？開催日は平成３０年３月３ｰ4日です。お待ちしてます!!


